
開発と地上の飽和 換気塔の孤立
都心部における開発は進み続け、地上は飽和状
態になりつつある。次第に開発の舞台は地上か
ら地下へと移行していく。

地下鉄や地下高速道路の開発が進むにつれて、
それらの一部である換気塔が地上部に表出して
いく。

地下開発と換気塔
地上へと表出した換気塔は、そのボリュームに
反して周囲の人間、そして環境から切り離され
るように孤立している。
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対象地

東京駅
皇居 八重洲トンネル

東京駅周辺、鍛治橋交差点に位置
する。首都高速道路の一部、八重
洲トンネルの換気を行う役割を担
う既存の換気塔がそびえ立つ。

●DESIGN

柔軟に伸びる枝葉樹木を抽象化
地下インフラという根を張りそ
びえ立つ大樹を基本イメージと
してデザイン。

屋根をかけるために伸びる枝葉
は樹木のように、周囲の状況に
対応するように成長し、その場
所に適した形状になる。

地下インフラの投影
日差しは透明の屋根を抜け、降
り注ぐ木漏れ日は地下に広がる
インフラ≒根を想起させる影を
映し出す。

sunlight

●SYSTEM
呼応する地上と地下

地下インフラの開発が進むほど、換気塔は地上
に出現する。本提案における換気塔は地上にお
いても生活基盤として空間を形成していく。飽
和状態であったはずの地上に、地下開発
が進むことによって新たな空間が生まれていく。 現況写真

●PROGRAM
大きさに応じて変化する活用
換気塔の大きさは換気を行う地下インフラの
規模や設備によって様々である。換気塔の大
きさによって形成される空間も変化し、それ
に応じて活動も変化する。大きな空間になる
ほど不特定多数の様々な活動の場所として、
一方で小さくなるほどプライベートな休息空
間などとして活用される。
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大樹のように堂々とそびえ立つ換気塔 大樹の下では、色々な人々の生活が営まれる

地を編み、天を衝く
地下で開発の続くインフラは、まるで大樹が大地に強く根を張るように広がり続ける。
強く張った根は人々の生活の基盤を支え、空を衝くように伸びる大樹の幹と枝はその
懐に生きる人々のための新たな空間を形成する。

地下開発とともに増え続ける換気塔を新たにデザインすることによって、
人々の生活のために行われているインフラ開発の副産物であるはずの換気
塔が地上においては人々から切り離されて存在している問題を解決し、地
下だけでなく地上においても人々の生活の基盤となることを目指す。

●CONCEPT


